東病棟チームカンファレンス記録
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令和元年6月20日(木)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：澁谷　育美
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＜連絡事項＞
・栄養より～病院レストランにて、コップの忘れ物がありましたので報告致します。

飲み口と底部、持ち手が白、真ん中は白（不透明）のコップ（プラスチック飲み口と底部、持ち手が薄緑色、真ん中は白（不透明）のコップ（プラスチック）（キャンディーマグというシールが付いてます）白いコップは2週間くらい前からレストランにありました。薄緑色のコップは本日（6/20）の朝に発見しています。どちらも持ち主の名前の記載がありません。それぞれ開放側・閉鎖側どこから持ち込まれたのか把握できませんが、もし心当たりがありましたら、栄養まで連絡お願いします。

・勤務変更により深夜チーフ変更となります。6月21日(金）　藤原→上野
・皮膚科の診察は、来週休みの為、処置の指示は本日から2週間となります。
＜患者様連絡事項＞
・伏見内　ミヱ様～帰宅要求強い為、東C6号室から東A11号室へ移動している。
・庭田　美紀子様～東A11号室から東A14号室へ移動となっている。
・高柳　和子様～療養環境変更目的にて、東A14号室から東B2号室へ移動となっている。

・大久保　すい様～入浴時、膀胱留置カテーテル抜けており、再挿入している。
・和田　昌様～排便―7日目。ケンエー浣腸（60）1個実施。反応便は少量のみ。
・馬場　英世様～臨時薬のベルソムラが中止となり、他、同内容で7日分処方となっている。
・市川　トミ様～臨時薬が、同内容で7日分処方となっている。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・野田　裕樹様～「大きい布団に替えて下さい」と訴えあり、これ以上大きいのはないこと説明するも納得せず、一方的に同内容の訴え聞かれ、要求通らないとドア蹴りやスタッフへの粗暴行為見られている。主治医診察にて10時30に終日隔離となっている。
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。他者トラブルなく穏やか。不穏さや幻聴の訴えなし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。ドア蹴りなく落ち着ている。10時30分いちい寮スタッフ付き添いにて外泊に行かれている。
引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。両手浮腫見られる為、ミトンを外して経過見ているが、MGチューブ自己抜去なく経過している。バイタルサインの異常も無し。　　　　引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。被毒妄想なく、危険行為無く経過。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・坂本　富也様～食事は介助で1/2～2/3摂取。茶寒天でむせ込み見られている。バイタルサインの異常は無い。
・宮古　喜久代様～朝食後薬促すも「具合悪くなるからしばらく休みます」と拒否。不機嫌さ等なく対応穏やか。
・吉島　知寿子様～左眼瞼内出血あり。アイスノン使用している。疼痛はあるが、腫脹は無い。

＜田名部Dr診察情報＞
・野田　裕樹様～最近粗暴行為目立ってきている為、本日10：30～終日隔離開始となる。本人へ説明し隔離開始する。臨時薬処方変更あり。
・宮澤　涼太様～臨時薬は同内容で７日分処方。

・立花　圭様～定期薬処方変更あり７日分処方。

・澤村　彬様～臨時薬は同内容で7日分処方。

・高柳　和子様～臨時薬は処方変更あり７日分処方。また、Bユニットへ移動となる。

・袴田　将志様～早く起きてしまうと訴えあり、臨時薬はｖｄｓ処方変更し７日分処方。

・丹内　栄子様～定期処方７日分。

・小澤　和子様～臨時薬は同内容で7日分処方。

・倉橋　生子様～臨時薬は変更あり7日分処方。

・蕨　真理様～臨時薬は同内容で7日分処方。
＜入院患者情報＞
日　　時：令和元年6月20日　13：57

氏　　名：玉岡　公子（たまおか　きみこ）様

生年月日：昭和4年2月11日　47歳
 病　名：双極性障害（躁状態）

　  性　　別 ：女性

　　主 治 医:安ケ平Dr

　  入院形態:医療保護入院

　  病　　棟：東病棟Aユニット

　(経過）

　本日13時45分、電話連絡ののちに夫とともに来院する。最近の様子として、夫から見て、6月入ってから、苛々が強くなって怒りっぽくなってきていたという。薬は夫が飲ませていたらしい。それでも夜間の睡眠は3時間くらいしかとれていなかったという。飲酒はあまりしていないというが、呂律不良がある。

　本日、田名部先生診察時は、座っていられるが談話や動きが落ち着かず、夫に向って絶えず話しかけたりしている。水分量が多いようで、尿量も多くなっていたらしい。意識障害はないようだ。急にがーと怒鳴ってくるような気分易変性がある。入院を勧めるが、病識なく嫌がる様子でいる。夫様の同意あり医療保護入院とする旨告知し、東病棟Ａユニットへ医療保護入院となる。

